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地方公営企業である沖縄県立病院の職員定数は、条例で定めること
とされており、これまで平成22年度から令和2年度までに9度の条例
改正を行い、881名の定数増を行い、2,294人から3,175人に定数を
増加させてきた。
主な条例改正

H22 (117人) 南部医療センター7対1看護導入(67名) 等

H23 (85人) 中部病院7対1看護導入(93人) 等

H24 (111人) 休床（中部52床・センター14床）再開のための看護師
増(52人)、定数外臨時職員医師の定数化(42人)、急性
期リハビリのための職員増(19人)等

H25 (47人) 急性期リハビリのための職員増(47人)

H26 (80人) 救急医療体制強化のための医師(32人)・看護師(11人)、
宮古・八重山病院NICU設置のための医師(2人)・看護
師(11人)、北部・宮古・八重山病院HCU設置のための
看護師(15人) 等

H27 (146人) ICU等の医療安全等推進のための臨床工学技士(38人)・
看護師(22人)、病棟薬剤師の配置(48人) 等

H28 (84人) 北部病院7対1看護体制・地域包括ケア病棟のための看
護師(41名)・リハビリ職員(4人)、北部NICU・中部
HCU・宮古GCU強化のための看護師(30人) 等

H30 (156人) 医師の変形労働時間制導入(156人)

R2 (55人) 中部NICU・センターGCU・八重山GCU強化のための
看護師(43人)、北部・宮古・八重山の放射線技術科、
検査科の交替制勤務導入(12人)

定数 現員

H21 R2 (H21比) H21.4 R3.2 (H21比)

303 554 251 332 393 61

1,454 1,882 428 1,490 1,812 322

290 518 228 307 451 144

薬剤師 62 108 46 67 58 △ 9

栄養士 16 23 7 16 22 6

診療放射線技師 70 87 17 73 88 15

臨床検査技師 105 122 17 107 122 15

臨床工学技士 9 52 43 10 43 33

理学療法士 15 55 40 18 53 35

作業療法士 7 28 21 7 25 18

言語聴覚士 0 19 19 0 16 16

視能訓練士 4 4 0 5 5 0

社会福祉 1 5 4 1 5 4

精神保健福祉 0 8 8 1 8 7

心理士 1 7 6 1 6 5

歯科衛生士 0 0 0 1 0 △ 1

166 172 6 165 182 17

79 41 △ 38 80 41 △ 39

2,292 3,167 875 2,374 2,879 505

2,294 3,175

※H21現員には、定数外とされていた臨時職員等を含む。

※R2定数には、医師の変形労働時間制導入のための定数等で、配置を保留しているも
のを含む。
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